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トラック運転手の 

長時間労働改善を計ろう！ 

本年２月零細企業で働くトラック運転手からの

労働相談を受けました。おりしも、バスやタクシ

ー・トラックなど運輸業界で働く運転手の過労防

止策が後退の危機に瀕しているとの新聞報道と重

なる時期です。 

Ａさんは１５年前、口頭契約で入社し、冠婚葬

祭以外は有給休暇も取得せず皆勤でまじめに働い

てきました。トラック業界の長時間労働、低賃金

構造の実情は想像以上で す。まず勤務状況は週

５日勤務（土、日、祝日休日）、毎朝２時、３時

に自宅からマイカーで会社・駐車場待機所まで出

勤、３時、４時には１２ｔトラックで出庫し首都

圏各地への配送業務となります。 

毎日の走行距離は一般道を２００㎞～３００㎞

が普通で、時には４００㎞を超えることもありま

す。昼食休憩などまともにとれません。駐車場待

機所帰着は夕方４時～５時頃です。会社就業規則

は「労働時間は１日８時間以内、１週４０時間以

内とする。始業時刻：６時００分、終業時刻：１

７時、休憩時間：朝１時間・昼１時間・午後１時

間」とうたっています。待遇面では１５年間、昇

給・昇格無し、夏・冬一時金、退職金なし。駐車

場待機所は、電気設備・電話・机・椅子・トイレ

もない単なる物置コンテナーがあるだけの劣悪な

環境です。 

Ａさんは昨年４月交通事故を起こし、約１カ月

間の自宅待機命令、トラック破損代などの損害賠

償支払いが発生していました。当初は、このこと

もあり会社都合退職を求めた労働相談でした。で

すが組合としては杜撰な勤怠管理、数々の労働基

準法違反・就業規則違反を放置するわけにはいき

ません。 

４月から始まった団体交渉は、会社代理人弁護

士と対峙することになりました。組合要求は、①

２年分の未払い賃金（残業代）、②自宅待機中の

未払い賃金、③交通事故の損害賠償として控除し

た賃金の返還、④有給休暇・慶弔休暇の完全取

得、⑤福利厚生・作業環境の改善などの項目で

す。 

団体交渉を重ねる中で争点化したのは、残業代

算出にあたり拘束時間内の休憩時間合計に労使間

で大きな差異があることでした。いわゆる現場で

の手待ち時間・手すき時間、駐車時間が休憩時間

にあたるかどうかの見解の違いです。それでも１

５０万円以上の残業代未払いが発生することは明

らかです。そこで会社代理人は交通事故はＡさん

の業務上過失責任だとして約３００万円の損害賠

償債務があるとの主張を譲りません。 

 団体交渉での主張は対立のまま推移しなが

ら、労使双方和解の方向を確認しました。コロナ

禍の景気後退の余波で、会社の経営環境悪化も現

実化していることもあり早期解決を求めました。

８月に入り金銭和解が成立、ようやく争議終結と

なりました。 

 和解内容は、金額的には不満は残りますが、

退職日までの有給取得（４０日）ができたこと。

会社社長から時間外労働の未払い賃金があったこ

と、長年にわたる社会保険未加入であったことに

など労働条件等に不備があったことに対し謝罪を

勝ち取ったことは大きな成果であつたといえま

す。 

 

編集発行 ： 練馬ユニオン編集委員会 
連絡先 ： 練馬区 練馬１－１６－１６－１０１ 
サポートねりま内 
          TEL  ０３-３９９４-２０８８ 
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「原水禁７７ヒロシマ大会 

    親子スタディツアー」に参加して 
       

原爆の報道は従来多々見聞きしてきました

が、今回原爆資料館の展示には塗炭の思いを

新たにしました。特に壮絶な火傷の写真など

はむごいことこの上ありません。被爆者の人

たちが一体どれほどの苦痛に苛まれ続けたの

かと思うと、本当に生きた心地がしません。

一瞬にして蒸発したほうが楽だったのではな

いかと思ってしまうほどです。こんな残酷な

苦しみをもたらすのが戦争なのです。指から

垂れ下がった皮膚，飛び出した眼球，累々と

重なる火脹れした屍，それを踏みつけてでも

逃げなければならなかった人々，生涯続く後

遺症……。各国の要人たち（取り分け核を脅

しにしている独裁者）は、被爆者たちの阿鼻

叫喚を、果たしてどれほど目の当たりにし、

核兵器の凄惨さを実感しているでしょうか。 

 毒ガス島の資料館の写真なども悲惨でし

た。被害を受けた作業員に対して、治せるも

のは兵器にならないから治療法はないと言い

放ったということや、国民の食料のために金

を使わないのに、人を殺すために金を注ぎ込

んだと強調された話は、誠に胸に痛いもので

す。戦争は人間を全く無神経で非人道的にし

てしまいます。今は観光地となっている島の

地面の下には、未だに毒が埋まっているとい

います。毒ガス島だけでなく、埋ずもれて見

えなくなった罪科の上に、現代の私たちは生

きているということを忘れてはならないでし

ょう。 

 歴史上争いは絶えませんが、人間は愚か

なのではなく、愚かになる可能性を持ってい

るのだと思います。人

間は、愚かさを克服していく可能性も持って

います。本来、互いに協力して生き延びる進

化の道を選んだのが、生物としての人類で

す。けれども富や権力が集中してからは、戦

争を起こすのは常に権力者であり、悲惨な目

に遭うのは常に弱い国民です。一握りの権力

者でなく、大多数の人は穏やかに平和に生き

ていくことを願っています。 

 被爆者の高齢化に伴って、「被爆者のい

ない時代」が迫っていると言われる現在、戦

争の惨禍を忘れずに発信していく必要がある

でしょう。多くの人が「知る」ことが、社会

の大きな力になります。そして、将来次の被

爆者を生まない新たな「被爆者のいない時

代」を、永遠に継続させていかなければなり

ません。真実を明らかにして、それを「語り

継いでいくこと」。それが何よりも大切なの

だろうと、このツアーに参加して思っていま

す。 

稲本雅之 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

出所：原水禁広島より 

子どもや孫たち
に、戦争も核も
ない、美しい地
球を！ 

世界初の被爆地
ヒロシマから世界
に向けて、核のな
い未来を訴えま
す。非核社会の実
現は「平和都市・
広島」に住む私た
ちの課題ともいえ
るでしょう。 
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練馬地域ユニオン第２７回定期大会のご案内 
 

練馬全労協・練馬地域ユニオン 
執行委員長 奥山信義 

 
 

猛暑が過ぎ秋冷の季節になりました。
皆様におかれましてはお変わりなくご活
躍のことと思います。 
さて、練馬地域ユニオンの定期大会

を、下記の通り開催することとなりまし
た。練馬地域ユニオンは結成から26年を
経過し、皆様の積極的なご参加とご協力
をいただきながら、ここまで活動を続け
ることが出来ました。改めてお礼を申し
上げます。 
労働環境はコロナ禍が治まらない中、

経済活動優先の規制緩和に向かっていま
す。労働者の「健康と命」が危惧されま
す。労働者は正規・非正規かかわりなく
コロナに感染し仕事が出来なくなり、職
場を失い生活に困窮する労働者が増えて
いまいす。労働運動を強化し政府に「生
活保障」、「最低賃金一律1500円」を企
業には「賃上げ」の声をあげなければな
りません。 
練馬地域ユニオンは地域における未組

織労働者の『拠り所』として、力量を高
め、「非正規」の課題に取り組む《ユニ
オン運動》を創造しなければなりませ
ん。 

 
コロナ禍のなか体調を考慮しご無理な

くご参加くださるようお願い申し上げま
す。 

なお、欠席される方は、下記委
任状を10月22日までに郵送また
はＥメールで送信していただく
か、委任する旨を役員まで電話で
ご連絡ください。 

 
書記長：鈴木安友 Eメール、携帯、住所
は以下です。 

Ｅメール：
su0413@ac.wakwak.com 

  連絡番号：090-2245-8390  
FAX：03-3923-6244 

 住所：178-0064練馬区南大泉 
4-50-3-903 

☆大会日時＆会場 
◇日 時：2022年10月29日（土） 
午後６時15分より（午後６時開場） 

◇ 会場 ： 練馬区立勤労福祉会館 
 2階大会議室

（西武池袋線  
大泉学園駅南口徒歩５分） 
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引
き
続
き
熱
中
症
対
策
を
！ 

夏
か
ら
秋
へ
と
季
節
が
変
わ
り
、
朝
晩
は
気
温
が
下
が
っ
て
く
る
こ
の
時

期
で
す
が
、
日
中
は
夏
日
と
変
わ
ら
ず
猛
暑
が
続
き
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で

引
き
続
き
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
暑
い
季
節
に
頻
発
す
る
熱

中
症
で
す
。
今
回
は
熱
中
症
の
症
状
か
ら
そ
の
対
応
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。 

熱
中
症
と
は
高
温
多
湿
の
環
境
下
で
発
生
す
る
障
害
と
さ
れ
、
発
汗
に
よ

り
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
で
体
温
調
節
機
能
が
低

下
し
、
熱
が
身
体
に
こ
も
る
事
で
め
ま
い
や
頭
痛
、
意
識
障
害
な
ど
の
症
状

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

風
通
し
の
悪
い
環
境
や
疲
労
、
寝
不
足
に
よ
り
体
調
が
優
れ
て
い
な
い
場

合
に
も
発
症
リ
ス
ク
は
高
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
秋
に
発
症
す
る
原
因

と
し
て
は
夏
に
比
べ
て
水
分
補
給
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
１
日
を
通
し
て
気

温
差
や
気
候
の
変
化
に
身
体
が
つ
い
て
い
け
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
す
。 

ま
た
日
中
は
猛
暑
と
な
る
事
が
多
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の
マ

ス
ク
着
用
は
呼
吸
に
よ
る
体
温
調
節
が
通
常
に
比
べ
て
妨
げ
ら
れ
て
し
ま

い
、
発
症
リ
ス
ク
は
よ
り
高
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

熱
中
症
の
対
策
で
は
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給
に
加
え
て
熱
が
こ
も
ら
な
い

よ
う
な
服
装
を
身
に
着
け
る
等
が
あ
り
ま
す
が
、
適
度
に
マ
ス
ク
の
取
り
外

し
を
行
う
事
や
強
い
日
差
し
、
熱
が
こ
も
り
や
す
い
場
所
を
避
け
る
工
夫
も

大
切
に
な
り
ま
す
。 

季
節
の
変
わ
り
目
に
は
感
染
症
に
よ
り
体
調
不
良
も
起
こ
り
や
す
く
、
下

痢
や
嘔
吐
に
よ
る
脱
水
が
熱
中
症
へ
と
繋
が
る
危
険
性
も
あ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。 

夏
に
は

「夏
バ
テ
」
が
あ
る
よ
う
に
、
秋
に
は

「秋
バ
テ
」
が
あ
り
、
寒

暖
差
が
激
し
く
自
律
神
経
の
乱
れ
か
ら
疲
労
感
や
頭
痛
、
め
ま
い
な
ど
様
々

な
症
状
が
出
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。 

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
マ

ス
ク
の
着
用
が
日
常
化
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
熱
中
症
対
策
を
心
掛

け
、
日
々
の
体
調
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
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２０２２年１０月５日   

JAL 争議の早期全面解決をめざす 12 . 8 総決起集会  

成功のための団体・個人賛同とカンパのお願い  

 

 ＪＡＬ争議を支援するすべての団体・労働組合・個人の皆様 

 JAL 争議の早期全面解決をめざす実行委員会 

 

 働くもののくらしと権利、平和と民主主義をまもるたたかいへのご奮闘に敬意を表します。 別

紙の集会の協力要請にありますように、ＪＡＬ争議は新たな段階を迎えています。同時に当事者 

のみなさんも年齢が高くなり、早期解決が求められています。新たな段階を迎えたこともあり、

本集 会には全国の支援する方々（の代表）にも参加いただき、争議団のみなさんを激励すると

ともに、一 大決起の場にもしたいと考えています。 

そのためには財政的裏付けがどうしても必要であり、手作りの集会であることから大口のカン

パは 見込めません。各地のみなさんにもご負担をおかけすることになりますが、ＪＡＬ争議の

早期全面解 決をめざすこの集会の趣旨をご理解いただき、賛同とカンパへのご協力を心からお

願いするものです。 

 

－記－ 

一、 賛同団体・個人目標／100 万円 

 団体１口 3,000 円、個人１口 1,000 円（可能な限り複数口でお願いいたします） 

 

一、 郵便振替口座  

（口座番号）00180-7- 792273 左記口座に振り込みまたは直接手渡しをお願いします。 

 

 一、口座名称 連帯する夕べ実行委員会（※注・口座をつくるには１カ月余が必要なことからこ

の口座を使わせていただくことにしました。 ご了承ください。） 

 

 ◆「JAL 争議の早期全面解決をめざす 12.8 総決起集会」 開催賛同金（複数口お願いします） 

 団体一口 ３０００円   口     円  賛同団体として記載 可・不可  

個人一口 １０００円   口     円 名前（所属）の記載 可・不可   

 

◆支援カンパ      円  

個人・団体名 【                        】 

 住所・電話  【                        】 

 

 賛同団体・個人をチラシ、集会資料などに記載させていただきます。可否をご連絡ください。  

◆連絡先／千代田区労協 〒110-0061 千代田区神田三崎町 2-19-8 杉山ビル Tel 03-3264-2905 

Fax03-6272-5263 メール chiyodakurokyo@gmail.com どちらかに 

（ＪＨＵ ホームページより転載） 

と き 2022年12月8日 午後６時30分 

ところ 文京区民センター ３Ａ会議室 


